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1.はじめに
ちりめん (crape)は生糸の弾性的性質をた くみに利
用した強撚糸使用織物であり，その起源は天正年間支那
の織工が泉州堺に来て，その製法を伝えてから各地に伝
播したと言われている。
平ちりめん (crape)はたて糸lζ無撚りの生糸を引き揃
えた平糸を用い，ょこ糸には左右強撚(2撚りとS撚り)
の生糸を2本ずつ交互に使用した正則平組織の後練織物
(製織後精練・染色する織物〉で，練絹を糸染めにして
用いる御召ちりめんなどの先練織物と巽なり，布面lζ特
有のシボ(鍛縮， craping)を生ぜしめる。
近年では従来からの一越ちりめんに代り，需要国から
の要望もあり，取扱い上比較的縮みにくい変り無地ちり
めん(よ乙糸に2本おきに甘撚りの糸を織込んだちりめ
ん)が大半を占めており，シボ立ちは一泊ちりめんにく
らべやや大きいように思えるが，外観上特1<:目立った差
異は認められない。 乙の他フラット ・クレープ (Flat
crepe) ， クレープ・デシン (Crepede chineまたは
French crepe) などの細かいシポ立ての平ちりめんが
多く用いられている。
またたて糸lζ無撚りの生糸，ょこ糸lζ片強撚の生糸を
使用した揚柳ちりめん (Yariucrape)， たて糸1<:無撚
りの生糸，よ乙糸tと撚り数がきわめて少ないパレス撚り
の生糸を使用したパレス ・クレープ (Palacecrepe)， 
たて糸，よ ζ糸i乙左右強撚の生糸を2本ずつ交互に使用
した密度の比較的粗なジョーゼット ・クレープ (Geor-
gette cr句eまたは経縁ちりめん)などの正則平組j紘の
ちりめんや，たて糸lζ無撚りの生糸，よ乙糸lζ左右強燃
の生糸を使用した正則朱子組織の朱子ちりめん (Satin
crape) ， たて糸lζ無撚りの生糸，よ乙糸iζ左右強撚の
生糸を使用した朱子地lζ斜文の総子ちりめん (Rinzu
crape)および紋朱子ちりめん (Charmeuse)，たて糸IC
無撚りの生糸と強撚の生糸を交互に記列し，よと糸IC強
撚の生糸を使用し，平織と山形紋文織りを組合せたヅヤ
ージー・ク レープ (Jerseycrêpe) ， 揚み車~の紗ちり
めん (Puregauze crape) および紹ちりめん (Fancy
gauze crape)などちりめんの種類はきわめて多い。
ちりめんは産地によっても丹後ちりめん，長浜ちりめ
ん，北陸ちりめん，岐阜ちりめんなどの別があり，また
さらに原料によって本製ちりめん(たて糸，よと糸共生
糸を使用したもの)，玉ちりめん(たて糸lζ生糸，よζ
糸lと玉糸を使用したもの)，絹紡ちりめん(たて糸に生
糸，ょこ糸Iζ紡績絹糸を使用したもの〉などの別があ
る。
ちりめんは通常熱湯中に浸せきして，いわゆるシボ寄
せを行なって後，精練を行なう。乙の操作は内部に戻り
応力を有するよ乙糸の強撚糸 (3，000 ~ 4， OOOT 1m)の
撚り止め効果を解いて，撚り戻りの力の活性化をはかる
もので，糸にはフィプロイン繊維の有する応力が発現
し，たえず収縮しようとするような状態において，撚り
戻りが妨げられ，単によ乙糸がらせん状を呈し，多少引
き伸されたような状態になっている。したがってとれと
交文するたて糸の配列は乱されて，いわゆるちりめん状
となり，外力によって引き伸ばしても外力を除けば直ち
に元の状態に戻ろうとする性質を有して，弾性1<:富んだ
織物になる1}。
ちりめんに使用する撚糸は内部にできるだけ多くの撚
り応力を持たすことが必要で，戻り応力を与える撚糸で
は外力がなるべく応力発生のために使用されることが望
まれ，またなるべく多くの応力を内部に有しながら織物
製織時には全く撚り戻りの現象をおこさない糸でなけれ
ばならない。
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しかし，乙のように生糸の弾性を十分に利用したちり
めんでは絹繊維特有の総造不安定性IC基づき，染色iζ際
しては染色性の低下が認められたり，また糸内部の応力
むらによる築めむらなどの欠点現象を有している。
一方，ちりめんの精錬はたて糸とよ乙糸の精錬条件が
著しく異なるために，他の後錬織物に比し，きわめて精
錬しにくい織物である。
現行法におけるちりめんの精錬は主としてセッケン，
ケイ酸ソーダ，炭酸ソーダなどのアルカリ性塩が用いら
れ，セリシンとフィプロインとのアルカリ !C対する溶解
度の差を利用するセッケン ・ソーダ法が一般に広く行な
われている。しかし，ζの方法ではよと糸の強撚糸が精
練しにくいために，精練tilJの使用量を増して高温で強い
アルカリ精錬が長時間行なわれるので，常lζ無撚りのた
て糸が過精練になりやすくなる欠点を有し，また多少加
滅するとセリシンの除去が不均一になり，精練むらを発
生する欠点を有しており，染色に持ち込まれるトラフツレ
の大きな原因をなしている2)。またちりめんの精練は布
の風合いを大きく支配する基礎加工として特lζ重要視さ
れている。
そ乙で本報告ではまずちりめんの精練を根本的に改善
することを目的として，セリシンを特異的IC分解除去す
るたん白質分解酵素 (Proteaseまたは Proteolyticen-
zume)を用いて酵素精練を行ない，プロテアーゼの基
酸 性
市販 染料名 C. 1. 
質特異性や，精線条件がちりめんの精錬効果におよぽす
影響とSB，染色特性の異なる各種の酸性染料を用い，ち
りめんの染色における染料濃度，染色温度，染色時間，
染色助郵!などが染色性におよiます影響4)とについて検討
を試みた。
2.材料
材料としては側 g付一越ちりめん，ωg付フラット
・クレープ， 日g付羽二重， 印g付富士絹などの4種の
絹布と，21d生糸および終り回数の異なる下記の7種の
嫁糸などを使用した。
試料番号|合糸数|撚り 回数 |撚り戻率
1 21d X10本 3.030Tjm 39% 
2 21 x10 3.2∞ 47 
3 21 x 3 3.2ω 16 
4 21 x 8 3.500 51 
5 21 x 3 3.680 18 
6 21 X10 3.770 前
7 21 x10 3.850 43 
プロテアーゼとしては前報と同様，基質特異性の奥な
る26種を使用した。
染料としては染色特性の異なる下記の14種類の酸性染
料を使用した。
染 料
構 造
HO 
Acid Orange 1 I Acid 0range 7 I NaOaS-Q-N=N合
Methanil Yellow Acid Yellow 36Nao1 sS 
cう-N=Nペコ-NHベ二〉
OH 
So~a!}~u~i~: ..L'__' I Acid Red 14 I NaOaSー-<ー>-N=Nーグrヘl 
(AαdAzoR山 10的 。 SγOvSNa 
CH3 HO NH. COCH3 
Acid F総 tRed 3B I Acid Redお φ -NZNJ人
Na03S/~叫Na
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?
?
?
Acid Red PG Acid Red 85 
HO 
|o-N=N-8 
Na03S-("") 
SOaNa 
cコ-Nニ N一〈コ-OS02一〈コ-CHa
Suminol Milling Yellow MR Acid Yellow 43 
CHs 
!なN=N-j::〉N-o
I OH 
I HO 
日N=N-::;〉Nや
CH3 
Suminol Cyanine GR extra Acid Blue 116 
0 4 =N-8 -N=N3 3gp 
doaNa 
Eriosin Fast Green GL 
(Acid Cyanine Green G) Acid Green 25 
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?
? ?
?? ??
?
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?
?
?
〈〉
?
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Erio Violet 6BN Acid Violet 15 
OC2H5 
3C----C)-NH-C会一cメ::)-N閉山平 、ひ什(CHs)2
Acid Violet 5BN Acid Violet 17 一
:;32
ω ベコー cも=N+(C2民)叫
508-0 
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Coomassie Brill Blue G Acid Blue叩
Erythrosine B Acid Red 51 
Quinoline Yelow 4G Acid Yelow 3 
Coomassie Blue BIS Acid Blue 59 
Lissamine Fast Yellow AES Acid Orange 3 
Naphthol Green BN Acid Green 1 
3.実験方法
3ー 1電子顕微鏡による観察
ホルマリンで回定処理した布 (0.5XO. 5CJ1)をAg接
着剤により支持台lζ固定し，金を蒸着して直接走査電子
顕微鏡により観察した。
3-2 絹糸布のセッケン ・ソー ダ精練法
試料K.対して30--50倍量のli'f紋液(セッケン5~ ， メ
タケイ酸ソーダ3~. 炭酸ソーダ 1 ~ /L)を用い.95 
土 2'Cで90分間精鋭を施したのち.70'C. 40-C.室温の
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蒸留水で順次水洗を行ない，さらに試料に残存するセッ
ケン分を除去するために炭酸ソーダ (0.59/L)により
40'C， 30分間浸せき処理を施しのち.40'C，室温の蒸留
l.<Kより十分な水洗を行なって乾燥した。
3-3 アルカリ性プロテアーゼによる絹糸布の精練法
プロテアーゼ活性10--100PU/lIlの精紋液 (M/10の
pH10の緩衝液を使用)を試料に対して30--50f音量用い，
65土 2"Cで1--3時間処理し，引続き精練液をそのまま
95土 2"Cまで昇湿して 1--3時間精練したのち，蒸留水
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で洗浄，乾燥した。
3-4 プロテアーゼのカ価測定法
プロテアーゼの力価の扱|胞は Anson-・原変法 (Ca-
Cas FR. B 
sein-Folin呈色B法)fC準じ. (PU]ー.
で表わした。
r. Tyr 
3-5 ，青練効率の測定
精練前 ・後の試料を秤量迩IC入れ，シリカゲルデシケ
ーター中IC1昼夜放置し，恒量としたのち秤量し，下記
の式によりまず練減率01を求め，一方，あらかじめ完
全精錬した場合の練減率00を求めておくと，精錬効率
Dが算出される。
w-w， 
線減率 (01)=一て干!.X1∞96
W:精練前の試料の重量g
WI:精練後の試料の重鼠g
糊榔 (0)= g: X10脱
00 :完全精練した場合の紋減率
なお，粉紙!効率が100%以上になる場合はie精練状態
を示し，繊維表面iζ発現した分裂細繊維が精練液中に流
出するために起る現象である。
3-6 過酸化水素による絹糸布の磁化漂白方法
試料に対して50倍量の過酸化水紫 (15%owf)の水溶
液を用い，少量のメタケイ酸ソーダ (39ぢowf)を加え
て弱アルカリ性とし，的土2CCで5時間浸せきして漂白
を行ない，蒸留水で十分iζ洗浄 ・乾燥した。
なお，遜ホウ量産ソーダ (15%owf)による漂白におい
てはメタケイ酸ソーダを除き，上記過酸化水素による処
理tζ準じて行なった。
3-7 ハイドロサルファイトによる絹糸布の還元漂白方
法
試料iζ対して296のハイドロサJレファイトを精練液iζ
添加して，上記精練と同時に漂白を行なった。
なお，二酸化チオ尿素 (296owf)による絹糸布の漂
白においてはハイドロサノレファイトの処理に準じて行な
った。
3-8 染色方法
決色は TaiyoIncubator M-1裂(振湿回数 100土
2回/分)を用い，下記tζ示す条件で行なった。
染料:19ぢ(owf)
硫俊ソーダ :20% (owf) 
酢 君主 :2% (owf) 
液比 1: 50 
染色温度 :85土2CC
染色時間 :120分間
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3-9 染着率の測定
日立分光光度計101裂を用い，使用染料の極大波長を
求め，各濃度における検証似を描き，残液比色法ICより
染色前 ・後の吸光度を測定して次式により染者率を求め
fこ。
0-0 染者率=一一百~X100%
0:染色前の染液の吸光度
01 :染色後の染被の吸光度
また染色糸布1g当りの染者盆(符)を定量するため
に.255ぢピリヅン水溶液を用いて対l出し，比色法lとより
吸光度を測定し，検量緩からその染着量 (.g/g糸布)
を求めた。
V 1 5役色糸布の染者量(句/g)=CX一一×一一1000" W 
C:吸光度から求めた液中の染料濃度 (符/f)
V:抽出IC用いたピリジン水溶液量 (lIl)
W:染色糸布の重量 (g)
3-10自度の測定
目立光電反射率計ERFー 2型(干渉フィルタ一波長
530mμを使用)によって漂白絹布の反射率を求めた。
3-1収鎗率の測定
LI-L2 収縮率=ーよじ~X1∞%
LI:染色前の絹布の長さ(..)
L2:染色後の絹布の長さ(回)
なお，布の面積はプラニメーターを用いて測定し，次
式により面積収縮率を求めた。
51-52 面積収縮率=ー」古~X1∞96
-'>1 
51 :染色前の絹布の而絞 (..2)
52:染色後の絹布の面積 (n2)
4. ちりめんの精練について
主t.糸の表面におけるセリシンは比較的なめらかな形状
で被駁されているが，生ちりめんの繊維表面を走査電子
顕微鏡lζより直接観察すると，無撚りのたて糸の表面で
は Plate1のどとく， セリシンの被覆状態が生糸の場
合に比し，きわめて不均一になり，よと糸方向iζ流れる
傾向が認められた。
乙のような現象は製織時!とおけるよ乙糸の打込みなど
に関連した緩械的作用IC基因するものと思われる。
一方，強撚のよ乙糸の表面では Plate2のどと し
セリシンが単繊維問を固着している状態が認められる
が，単繊維の表面のセリシンの被覆状態は生糸の場合に
比しきわめて不均一になり..!m状を呈して付着ー する状態
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Plate. 1 生ちりめんのたて糸の表面構造
(走査電子顕微鏡)
が多く認められた幻。
ちりめんのよ乙糸は湿式の強撚糸が使用されるので，
膨潤したセリシンが撚糸時に表面に絞り出されるためと
思われる。
ζのように家蚕糸の表面を被覆するセ リシンはまゆか
ら織物lζ至る鰭工程中に加えられる膨潤，乾燥，熱作用
や，まさつなどの機械的作用によって形状ならびに性状
が変化し， *内線iζかなりの影響をおよiますものと思われ
る。
ちりめんは通常・たて糸lC1!!t燃りの生糸と，よ乙糸lζは
生糸の~~í性的性質をたくみに利用し， 糸内部lζ撚り戻り
応、力をできるだけ多く有する 3，∞O~4.000T/m の強燃
糸とを使用した後事f-織物で，シボ寄せ，精事u仕上げ処理
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Plate. 2 生ちりめんのよ乙糸の表面総造
(走査電子顕微鏡)
して繊維の表面を被覆しているセリシンや，単繊維間を
固着させているセリシンなどを除去し， よ乙糸の撚り止
め効巣を解いて撚り戻りの活性化をはかり，布面lζ特有
のシボを生ぜしめる弾性IC富んだ織物であるので，たて
糸とよ乙糸の精線条件が著しく異なり，また糸街皮がi渇
いために，他の生織物よりきわめて高度の技術が要求さ
れる。
ちりめんでは一般に精錬条件が強くなり，繊維表面iζ
フィブリルの毛羽立ちが部分的にあるいは全面に発生す
る場合も多く，ζれらのフィプリ Jレがもつれて Plate3 
1ζ示されるようなラウジネス (Lousin侭 s)欠点に成長
し，染色効果を低下させる乙とが認められる。
現行法における生ちりめんの精練においては主として
皆川 ・石)1:絹の染色
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zι 
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率
• r~十一二/て/ ， 争担 f.5 
.!、誕
キ
o. 
絹織物上のラウジネス(光学顕微鏡)
Plate. 3 ラウジネスの微細1構造
(電子顕微鋭)
o 
精練叫 |間 tB'f1ml
. :ちりめん織物(全セリシン量 27.89%)
③:ちりめんのたて糸
0:ちりめんのよ乙糸
図- 1 セッケン ・ソーダ法によるちりめんの精絞
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セッケンと，ケイ酸ソーダ，炭酸ソーダなどのアルカリ
t~l:盗とが則いられており，図- 1 のどとく ， よ乙糸が精
練しにくいためにアルカリ性の強い精練液で高温長時間
処斑が行なわれるので，常lζたて糸が過精練になる傾向
が認められ，一方紡斜4時間を増すと，たて糸とよこ糸と
のIl¥jの線減率の差が少なくなる傾向も認められた。
このようにセリシンとフィブロインのアルカリに対す
るがiW{.度の差を利用する現行のセッケン ・ソーダ精練法
では中j);'線条件の著しく異なるたて糸とよ乙糸とを同時に
適精練する乙とはきわめてむずかしいものと忠われる。
セッケン ・ ソー〆1均株法!とよる~I.:ちりめんの精練効率
が白!交におよぽす影響についてみると，凶-2のごと
し遜i紛糾のちりめんにおいては綾もJ品、白度を示す乙
とが必められた。不完全紛糾iのちりめんにおいては繊維
表而ならびに単繊鮒l/iJK残存する無定形総造のセリ シン
の不均一な付符などによって臼度が低く，またi@桁練の
ちりめんにおいては繊維表面1の分裂調1繊維の発生などに
よって臼皮が低下するものと.1J_tわれる。
--、。
【??
??
主
開制t附 r.n ('IUnl 
0:反射$
.:精練効率
図- 2 ちりめんの車斉藤長効率が白度Ir:及ぼす影響
また撚り回数ならびに撚り戻lfiの異なる4額のちりめ
ん用撚糸(し、ずれも21dX10本合糸)を用い，セッケン
・ソーダ法lとより規定条件下で精練すると，図-3のご
とく ，3，OOOT/m以上の強撚糸聞においては糸の撚り回
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?よび温度特性がセリ シンの除去に有利であるばかりでな
く，アルカリ性緩衝液中でのセリシンの特性をも同時に
利用しうるので，一浴式の精練が可能になり，操作が簡
略化される特徴を有する。
Bacillus subtilis var. を生産菌とするアルカリ性細
菌プロテアーゼ百を用い，生ちりめん(全セリ シン量:
26.4196)を規定条件(精練液中のプロテアーゼ活性10
~100P U/"，t， M/10のpH10の緩衝液，65土 2"C， 3 
待問)下で醇素処理し，引続き精練液をそのまま95土 2
℃まで昇損して 1 ~ 3 1時間精練すると ， 図- 4 のどとく
になり，精ー練液を95土2"Cfζ昇湿すると，その過程でプ
ロテアーゼは失活するが，酵素処理において低分子化さ
れたセリ シンはpH10の緩衝液の作用により溶解度を増
し，急激に精練効果を高めるととが認められた。
また精練液中のプロテアーゼ活性を増すにつれて線減
率が増大し，精練液中のプロテアーゼ活性を 75~100P
u/"，tにすると，95土 2"C I亡奔温後 2~3時間で完全精
ijli 被-68ー
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図-3 セッケン ・ソーダ法によるちりめん用ょこ糸の
精練
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図-4アJレカリ性プロテアーゼによる生ちりめんの精紋
( 34 ) 
数の{也iζ撚り戻率が精練の難易IC大き く関連し，j然り戻
率の大きい糸は概して精練しにくいととが認められた。
なお，200T /mから3.000T/mの各種の撚糸において
は撚り回数が増すにつれて急激に精練しにくくなる乙と
も認められている。
プロテアーゼによる絹糸布の精練においては，従来ア
ルカリ浴に弱い中性微生物プロテアーゼが用いられてき
たために，酵素作用が容易に行なわれるようにセリシン
をあらかじめ膨潤軟化させておく前処理(第一工程)と
酵紫処理(第二工程)とを分離し，最後に分解されたセ
リシンおよび繊維に付着している酵素などを完全に除去
して，均一な練糸布を得るための後処理(第三工程)を
行なう，いわゆる三浴式の処理が行なわれてきた。
しかし，近年開発されたアルカリ性微生物プロテアー
ゼによる絹糸布の精練においては従来からの中性微生物
プロテアーゼによる精練の場合とJ異なり，高平;f，の pHお
皆川 ・石川1:絹の染色
Plate. 4 しぼり立て処理後のちりめんの表面構造
(jE査電子顕微鏡)
練されるととが認められた (Plate4"_6)。
つぎにアルカリ性細菌プロテアーゼ1置を用い， 生ちり
めん(企セリシン品 :26.419ぢ)を規定条件(新車IU夜中
のプロテアーゼ活性100PU/lIl，M/10の pH10の緩衝
液，65土 2CC，1--31刊日)下で酵素処理したのち，引
続き杓縦波をそのまま95士2CCまで昇況tして精練し，M: 
紫処理l時間が95土2CCIζ昇温後の精練効果におよlます影
響ICついてみると，図-5のごとく，酔系処理における
精練液の温度を処理途中から界温すると練減率lまし、ずれ
も急激に治大するが，d手系処理時間を増してセリシンの
低分子化を僧すと，95:i 2 CCに昇温後の精練時間が短縮
され，均ーに精練される傾向が認められた (Plate 7--
16)。
《
?
?
? ?
Plate. 5 アルカリ性細菌プロテアーゼにより精練した
ちりめんの表面構造(65土 2CC，3時間処娘)
(走査電子顕微鏡)
乙のようにアルカリ性微生物プロテアーゼによる生ち
りめんの新車uにおいては精練液の温度を酵案処理途中か
ら昇ねすると，精練効果が著しく増大するので， 95土2CC
まで釘・1Liしたのちに，適量のハイ ドロサルファイトなど
のr:l白押lを添加し， pH 10以下の精練液中でちりめんを
処型すると，料繊維のアルカ リによる損傷が防止され，
j@精練になる欠点がなくなり，常に均一に精練され，し
かも一浴式で精事担保作も簡略化される特徴を有するとと
が認められた。
5. ちりめんの漂白について
過画変化水.t~，過ホウ敵ソーグ，過酢酸などの3植の酸
化漂白剤と，ハイドロサJレフ 7イト，二酸化チオ尿系な
どの2碕の還元潔白河lを用い，規定条件下で漂白処理を
行ない，ちりめんの白皮を測定すると，表-1のどと
し過酸化水J震による漂白では最もEiい反射率を示し，
( 35 ) 
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Plate. 6 アルカ リ性細菌プロテアーゼにより粍一線した
ちりめんの表面構造 (95土 2'Cに界出後3時
|悶処理) (走査電子顕微鏡)
表-1漂白剤の種類がちりめんの漂白効果におよぼす
影響
諜自Ji1Jの種類 ‘
古 一ー室
(反射単)
選 ハ イド ロサ ノレファ イ ト 80.39記
コじ
漂白 二酸化 チ オ尿素 83.5 
水酸 過 酸 化 5長 86.2 
化 過 ホ ウ 酸 ソーダ 81. 6 
漂
白 過 酢 駿 73.4 
還霊長 ハイドロサノレファイト ・ 86. 7 
Y|E 椴
過酸化水潔
二酸化チオ尿素・過酸化水素 86.5 化白
未 白 79.0 諜
吋!
，、
V瓜
??
?
?
，
処1'1 時 l市 川 li:J、
O:M:ぷ処l'l¥(65土 2C) 
.:漂白処}，J¥(95土 2'C) 
A:防ぷ処}1!.11時間後!C界甑
B " 2 
C /1 3 /1 /1 
図-5Tiレカリ十ヰプロテアーぜによる生ちりめんの精練
すぐれた潔白効果を示す乙とが認められた3 過酸化水系
およびif!lJホウ酸ソー ダなどの過駿化物による絹の潔白で
は繊維中!C含まれる微量の天然色紫を酸化崩綴して無色
の物質に変えるが，一方，繊維lζ対する漂白剤の作用に
ついてみると，一般にペフ。チド結合は切断しないがポリ
ペプチド鎖簡を切断する傾向があるので繊維の強伸度は
多少低下し，特に欽，コパノレト， ニッケJレ，銅，マンガ
ンなどの金属イオンが存在すると，これらの金属イオン
の触媒によってペプチド結合が切断され，著しく繊維を
劣化するので，使用する過酸化物の純度や処恕操作には
注意をはらわねばならない。
過酸化水素は酸性において安定であり，アルカリ性で
は不安定なH02(または02)およびHOを瞬間的に発
生することが知られている引。
H202一一歩H02十H++e・・....…・(1)
H02+H202一→O2十HO+H20
日O十H202~H20十日O2
また，アルカリ性になると酸化還元電位が低下するた
めに(1)式がお乙りやすくなり，触媒が存在すると，次式
のどとく分解が促進される。
( 36 ) 
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Plate， 7 しぼり立て処迎後のちりめんのたて糸の表面
構造
(走査定子顕微j克)
H202+Fe'"一一予W +H02+Feい
H202+Fe++一一予OH-+HO+Fe+・.
一方，過ホウ酸ソーダは狐皮の上昇iζ伴ない治解ISlを
高め徐々に酸素を放出する円。
4(NaB02・H202・3H20)一一o;)4H202+ Na2B407 +2Na 
OH+l1H20 
したがって過ホウ敵ソーダによる絹繊維の漂白におい
ては過酸化水素の場合と同械な反応を示す。
~酸化水紫， 過ホウ酸ソーダによる漂白では一般的な
漂白作用に加えて，絹たん白.1'中lζ多く合まれるチロシ
ンや，徹底iC含まれるト リプ卜ファ ン，メチオニン，シ
スチンに反応し，微小間隙の変化をお乙す乙とや，さら
( 37 ) 
Plate， 8 しぼり立て処理後のちりめんのよ乙糸の表面
構.is
(定査電子顕微鏡)
lζアミノ法と巡tn(l'-jな)J'.;:t;をするととなどが知られてい
る。
しかし， ji!JN'F般による桁繊維の漂白においては過般化
水素と異なる酸化反応を示し，反応は次式のごとく解離
するので，dよじたHOまたはH302によって潔白が行な
われる ζとになる。一般に過酢首長は酸性，中性，アルカ
リ性のいずれにおいても使用でき，従来の漂白剤lでは得
られない各極の特性，たとえば繊維脆化のおそれが少な
い乙となどの特徴を有しているが，安定性がきわめて低
く，紡織制{のti白においてはほとんどその効果が認めら
れなかった。8'叶 0)
CH3COOOH一一ぅCH3COO十HO・
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Plate. 9 アルカリ性細菌プロテアーゼlζより精紋した
ちりめんのたて糸の表面構造 (65土 2'C， 1 
時間処理)
(走査電子顕微鏡)
CH3COOOH十H20一一争CH3COO-+ H302 +
il!lrfl;酸による絹繊維の潔白では一般にペプチド結合と
反応せず，またポリペプチド鎖簡も切断しない傾向が認
められるので繊維の強仲度には影響がなく，紹繊維に微
量lζ含まれる トリ プトファン，メチオニン，シスチンに
のみ反応する乙とが知られている。
ハイドロサルファイトによる絹繊維の逮元漂白におい
ては繊維に付泊している徴盆の色を化学的に還元して無
色の物質IC.変える作用を有し，温度を上げる乙とによっ
てさらに還元作用が増大する11)。
Na2S204+H20一一争NaHS03十NaHS02
( 38 ) 
Plate.10 7)レカリ性細菌プロテアーゼiとより精練した
ちりめんのよ乙糸の表面構造 (65土 2'C， 1 
時間処理)
(走査電子顕微鏡)
NaHS03十H20一一ぅNaHS04+2H
NaHS02+2H20一一ぅNaHS04+4H
ハイドロサルフ ァイトによる縞繊維の潔白では繊維に
付約する色紫などの2次的成分の告白求ならびに付税誌に
より漂白効果がかなり異なると思われるが，ちりめんに
対する漂白効果はあまり大きくなく，未漂白ちりめんに
比し，わずかに白度を増すζ とが認められた。
また二酸化チオ尿素による絹繊維の還元漂白において
は酸性，中性，アルカリ性の広い範聞でかなり安定に使
用しうる特徴を有し，7l<1C.溶解すると一部ホJレムアミジ
ンスルフィン酸となり，還元物が存在する時あるいはア
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Plate.1 アルカリ性細菌プロテアーゼIとより精練した
ちりめんのたて糸の表面構造 (65土 2'C. 1 
時間..95士2<C. 3時間処理)
(走査電子顕微鏡)
Jレカリ ~lを加える時， 還元反応、は次式の右側lζ進行す
る12)0 
H2N-C-NH2t:=H2N--C=NH→INH2)2CO+ H2S02 s62 O=JOH (スJレホキシ峨)
(二般化チオ尿紫) (ホJレムアミジンスノレフィン酸)
乙のように反応平衡を右側に進めると，強力な遼元力
を有するスJレホキシJレ駿を遊離し，上記ハイドロサJレフ
ァイト単独の場合lζ比し，すぐれた漂白効果を示す乙と
が認められた。
これはニ駿化チオ尿紫がハイドロサJレファイトK比
( 39 ) 
Plate.12アルカリ性細菌プロテアーゼlζより精練した
ちりめんのよ乙糸の表面構造 (65土 2'C. 1 
時間..95土 2'C. 3時間処理)
(走査電子顕微鏡)
し.t'Ji:白処理時の液疲労性が著しく少ない乙とに起因す
るものと恩われる。
つぎにハイドロサJレファイト，二酸化チオ尿紫などの
還元漂白剤jと，過敏化7)<業などの酸化漂白剤とを別浴で
使用したちりめんの漂白効果についてみると，ハイドロ
サルファイ 1'.二酸化チオ尿紫単独の漂白処理に比し，
かなり高い白度を示し，また酸化漂白剤の中で綾も高い
白度を示したil&酸化水紫単独の場合よりもわずかに高い
白度を示した13)。
ちりめんなどの白度の低い強撚糸使用織物の漂白処理
においては還元一酸化漂白がきわめて効果的と恩われ
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Plate.13アルカリ性細菌プロテアーゼにより精錬した
ちりめんのたて糸の表面構造 (65土 2'(;. 3 
時間処理)
(走査電子顕微鏡)
る。
6. 酸性染料によるちりめんの染色について
絹の染色においては酸性染料が最も多く用いられてい
るが，乙の他直接染料，塩基性染料，酸性媒染染料，反
応性染料，分散染料，媒染染料，建染染料，植物性染料
などきわめて多くの染料が使用目的によって使いわけら
れ，繍のもつ独特の光沢や手触りを消失させないように
多くの注意がはらわれている。
たん白質系繊維の染色では染料イオンがたん白質分子
中または分子末端の遊離の極性基 (NH2~ま. COOH基，
OH基など)やアミド基ICイオン結合および共有結合な
( 40 ) 
Plate.14アルカリ性細菌プロテアーゼlζより精練した
ちりめんのよζ糸の表面構造 (65土 2'(;. 3 
時間処理)
(走査電子顕微鏡)
どによる結合で染着するほか，水3終結合ないし vander 
Waals結-合などによる結合で染おすることが考えられ
ている。 14)勺引
家蚕フィプロインたん白質は羊毛たん白質とは異な
り，一般にグリシンがアラニンに比しきわめて多く，グ
リシン，アラニン，セリン，チロシンなどの特定の4種
のアミノ酸でほとんどが構成されているために分子中に
は多くの遊離のOH基を有するが，側鎖lζNH2誌を有
するアノレギニン，ヒスチジン， リジンなどの盗益性アミ
ノ酸や，側鎖lζCOOH1去を有するクVレタミン酸，アス
パラギン酸などの酸性アミノ駿や，シスチンなどの含硫
皆川 ・石J1I:絹の染色 -75一
Plate.15アルカリ組議H菌プロテアーゼにより精練した
ちりめんのたて糸の表面構造 (65土2"C， 3 
時間.，95土 2"C， 3時間処理)
(走査也子顕微鏡)
アミノ駿がきわめて少ない。
一方，絹繊維を構成しているフィブロインたん白質の
分子構造(繊維執の方向に引き仲されたようなかForm
構造を示す)や，フィプロイン分子の集会iζ基づく配列
の良否や，フィプリル構造などの繊維の内部微細構造の
ひずみの大小や，染料の構造特性や，微小間隙へはいり
込んで染着座席を占める染料分子の大きさならびに立体
的な配列などによっても染着は大きく左右される。
また，実際の絹の染色においては繊維に残存するロウ
質物，色系類，無機物などの2次的成分や，精事Il剤，iJ'i
白刻，下j白剤!などの不純物や，まゆから染色工程l乙至る
( 41 ) 
Plate.16 アルカリ性細菌プロテアーゼにより精練した
ちりめんのよ乙糸の表面構造 (65土 2"C， 3 
時間.， 95土 2"C， 3時間処理)
(走査電子顕微鏡)
までの復維な工程による繊維の変性および劣化などが染
者におよぽす影響も少なくない。
絹lζ対する酸性染料の染者ωの機構は主としてフィプロ
インたん白貨の NHdまへの染料アニオンのイオン結合
と考えられている。
F-NH2+H03S-D~F-NH3.-03S-D 
F-NH2+HOOC-D~F-NH3.-00C-D 
(F:フィプロイン，D:染料母体)
染料アニオンはイオン結合によってフィブロイン繊維
に結合するほか，7J<.~結合ないし van der Waals結合
などの他の絡会力も同時に加わると考えられており，ζ
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の*'緊結合および vander Waals結合の強さは均染染
料からミーリング染料，超ミーリング染料となるほど治
加するといわれている。
酸性染料による絹の染色においては染法がきわめて簡
易で，しかも鮮明な色調が得られる特徴を有するが，持
者が速く染めむらを起しやすいので，弱酸性~中性浴で
染色が行なわれ，絹のもつ独特の光沢を失なわせないよ
うに70~90'Cの染色条件が一般に用いられる。また色
lUIJ.手触りをよくするとともに絹鳴りを付与するために
染色後，ぎ酸，酢酸，酒石酸などの希薄冷溶液iζ浸せき
する処理や，洗たく堅ろうJjtを高めるために重クロム酸
カリ，タンニン吐酒石，カチオン活性弗!などの後処理が
行なわれる場合もある。
。
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図-6酸性染浴による各種絹織物の染色性
(染者率一一時間曲線)
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6-1 各種絹織物の染色性について
Acid Orange 7. Acid Blue 116などの後色特性の
異なる2種の酸性染料を用い，ちりめん，フラットクレ
ープ，羽二重，富士絹および練糸を規定条件下で染色
し，その染色性を比較すると，図- 6~9のどとくにな
る。
まず，酸性染浴における染者率についてみると，糸染
めに比し織物の染色では一般に染色性が低いが，特にち
りめんでは他の織物lζ比し染者務が低く.Acid Orange 
7などのそ/アゾ系の均染性染料にその傾向が顕著に認、
められた。
また AcidBlue 116などのジスアゾ系のミーリン
グ染料による染色ではいずれも高い染活率を示し.30分
里民
曹
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図-7酸性染浴による各種綿織物の染色性
(染着率一一時間曲線)
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図-8 中性染浴における各種絹織物の染色性
(染者率一一時間幽線)
120 
間前後で染者率がほぼ一定IC達するが，ちりめんは他の
織物と異なり，染着率も低く，染色迷度もおそい傾向が
認められた。
一方，中性染浴における染者率についてみると，上
記酸性染浴の場合lζ比し一般に決色性が低く Acid
Orange 7などのモノアゾ系の均染性染料では織物閲の
差異はきわめて少なくなる。 しかし.Acid Blue 116な
どのジスアゾ系のミーリング染料による染色では酸性染
浴の場合と同様に，ちりめんは他の織物と異なり，常l乙
低い染者率を示す傾向が認められた。
このように各種絹織物の染色においては強酸性染浴で
イオン結合を主体とする分子量が小さく，しかも溶解性
の大きい AidOrange 7などのモノアゾ系の均染性染
( 43 ) 
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図-9中性染浴における各種絹織物の染色性
(染者率一一時間曲線)
料の染者がわるく，分子量が大きく，溶解性の小さい
Accid Blue 116などのジスアゾ系のミーリング染料の
染者は比較的良い傾向が認められたが，ちりめんでは常
に他の織物IC比し低い染者を示す傾向も認められた。
E定性染浴の染色においては染浴が縞フィブロインたん
白賓の等電点(pH 5. 2~5. 6)以下ICあるためにイオン
結合が主体の染者が行なわれるが，ちりめん，フラット
クレープ，羽二重などの織物ではたん白質の等電点に近
ずく傾向が認められた(表ー2)。
中性染浴の染色においては染浴の pHがフィブロイン
の等震点以上になるために水素結合および vander 
Waals結合などの比較的弱い結合力が主体となって染
- 78一 被服学
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ち り め ん 3. 72 4.83 
フラットクレープ 3. 72 4. 73 
羽 震 3. 72 4. 73 
富 土 縞 3. 72 4.42 
線 糸 3. 72 4.10 
着がお乙るものと考えられる(表-3)。 硫酸ナトリウ
ムを染浴iζ添加すると，繊維上の静電気ポテンシヤJレが
おさえられ，染料アニオンの親和力の低い均染性染料で
は低い染者率を示し，染料アニオンの親和力の高い ミー
リング染料では高い染着率を示す乙とが認められた。一
方，硫酸ナトリウムの添加により染料の凝集がおこりや
すくなるために表面染翁になり，脱着2容を増す傾向が認
められた。
叙総亀 (%)
10 15 
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C : ~二信
L--J f!.T:材向
E三J'よ時 方向
関-10酸性染料によって染色した絹織物のたて糸方向
およびよと糸方向の収縮率
回
表- 3 中性染浴のpH
| 染浴の pH
織物の種類 1-----; 
|染色前 |染色後
ち lフ め ん 6.50 7.39 
フラットクレーフ。 6.50 6.85 
羽 重 6. 50 6. 72 一
~言~ 土 絹 6.50 6.60 
練 糸 6.50 6.62 
6-2 染色時の絹織物の収縮率について
Acid Azo Rubine， Acid Red PG， Acid Fast 
Yellow MR， Acid Cyanine Green G， Erythrosine， 
Acid Violet 5BN などの6種の酸性染料を用い，ちり
めん，フラットクレープおよび羽二重などの3種の絹織
物の染色時における収縮率についてみると， 図-10，11 
のごとく， ちりめん，フラットク レープなどの強撚糸使
用織物は羽二重などに比し，収縮率が一般に大きし特
担 拍 車(形}
10 15 却
????
???
(4:) Acici C，働問・c_o
(5) Et1t陸wm.
t6} Aci4 VioId ~N 
A ，りめん
泊 z フヲ"IJ.''''_プ
c .，ニ駅
[=:J 1.:.-cAUm 
E!'ょζ;~Ji$'J
函-1 酸性染料によって染色した絹織物のたて糸方向
およびよ乙糸方向の収縮率
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減少するので，他の織物』ζ比し糸自体にかかる張力が大
きくなり，その結果，染色性の低下をまねく ものと思わ
れる。
6-3 ちりめんの染色特性について
まず，染色特性の，%なる KitonPonceau 2R， Sumi-
nol Milling Cyanine GR， Erio包inFast Green GL， 
Acid Violet 5BN， Erythrosine B， Coomassie Blue 
BIS， Quinoline Yellow 4G. Lissamine Fast Yellow 
AESおよび NaphtholGreen BNなどの9種類の酸性
染料を用い，未漂白および酸化漂白(過酸化水素15労
owf 伎用〕ちりめんを規定条件下で染色し，染料の構造
や酸化漂白処理がちりめんの染色性におよlます影響につ
いてみると，図-13のどと し Suminol Milling Cya-
nine GRなどのジスア、ノ'系染料，Eriosin Fast Green 
GLなどのアントラキノン系染料. Acid Violet 5 BN 
などのトリアリルメタン系染料. Erythrosine Bなど
のキサンテン系染料および CoomassieBlue BISなど
のアジン系染料では一般に染着率が高く，米漂白ちりめ
んと過酸化水素による漂白ちりめんとの聞には染着率の
差異はほとんど認められなかったが， Kiton Ponceau 
皆)1・石川・縞の染色
にちりめんにおいてはその傾向が顕著κ認められた。
またたて糸方向およびよ乙糸方向の収縮率についてみ
ると，いずれの織物でもよ乙糸方向の収縮率に比し，た
て糸方向の収総務が大き く， 羽二窓においては染色前iζ
比しょこ糸方向がむしろ伸びる傾向を示す乙とが留めら
れた。
なお.6種類の染料開花も収縮率の差異が一応認めら
れるが，i試料の作~や織物自体の むらなどを湾;.daする
と，必ずしも染料の構造による差巣とは判定しがたい。
特にちりめんにおいては織むら(緊張むらを含む〉が
多く，収納率の差異が大きく認められた。
また，これら各染色布の収縮率をプラニメーターを用
いて，Thi積収縮おであらわすと，図-12のどとし ちり
めん (l5~2096) ， フラッ トクレープ(1O~14%) など
の強燃糸織物は羽ニ震 ( O ~6 %) に比し，きわめて大
きい収縮率を示すζとが認められた。
乙のようにちりめんは染浴中においてよ乙糸強燃糸の
撚り戻りのためにかさ高になり，たて糸の crimpが増
し，それIC加えて糸払，:&.が高いために糸の freedomが
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駿性染料による未漂白ならび』と酸化漂白ちりめ
んの染色性fC及ぼす~響
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。
( 1) Acid Azo Rubine 
( 2) Acid Red PG 
( 3) Acid Fast Yellow MR 
( 4) Acid Cyanine Green G A:ちりめん
( 5) Erythrosine B :フラットクレープ
( 6) Acid Violet 5BN C :羽二重
図-12鮫性染料!とよって染色した絹織物の面積収縮率
20 10 
学ど類似の傾向を示し. Kiton Ponceau 2R などのモノ
アゾ系染料ゃ.Quinoline Yelow 4Gなどのキノリン
系染料などの一般に染着率の低い染料で還元漂白による
染着率の低下が認められるが，酸化漂白の場合に比し比
較的少ない。
また，ハイドロサルファイトで漂白したちりめんと二
酸化チオ尿素で漂白したちりめんとの閲には著しい染者
寧の差異はみられない。
つぎに上記と問機の9種類の酸性染料を用い，還元一
酸化漂白(ハイドロサルファイト 2%owfと過酸イ同く索
15%owf使用)ちりめんを規定条件下で染色し，精錬液
中iζ添加したハイドロサルフ 7イトによる還元漂白と，
過酸化水素による酸化漂白とを併用した漂白処理が染色
牲におよほす影響についてみると，図-15.16のごと
く，まず酢酸を用いた酸性染浴1:よる発色では来漂白ち
りめんと還元一酸化漂白ちりめんとの間1:は染着率の差
異が認められ，特に染者率が一般に低いKitonPonceau 
sIit 被
2Rなどのそノアゾ系染料. Quinoline Yelow 4Gな
どのキノリ ン系染料および NaphtholGreen BNなど
のニ トロソ系染料では一般に染着率が低く，禾漂白ちり
めんと漂白ちりめんとの聞には染着率の差異が多少認め
られた。
乙のように過酸化水素によるちりめんの漂白処理が染
色性におよぽす影響については漂白処理による染着率の
低下が多少認められたが，ちりめんの染色に一般に使用
されているゾスアゾ系，アントラキノン系およびトリア
リルメタン系酸性染料ではほとんど影響がないものと恩
われる。
また上記と問機9種類の酸性染料を用い，未漂白およ
び還元漂白(ハイドロサルファイト 29ぢowfおよび二
酸化チオ尿素2%owf使用)ちりめんを規定条件下で
染色し，染料の構造や還元漂白処理がちりめんの染色性
におよほす影響についてみると，図-14のどとしハイ
ドロサルファイトおよび二酸化チオ尿素による還元漂白
においては上記過酸化水素による酸化漂白の場合と殆ん
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酸性染料による未漂白ならびに還元漂白ちりめ
んの染色性に及ぼす影響
図-14
皆川 ・石川 ・絹の染色 - 81ー
魚料名
l(ilO11 Ponぽ"“，.
S.1Jminol ~~illini 
Crani倫c:GRt災f(oIl...
b・o・問 Fnl
Gr<fl GL 
Arid Violc:t 
58N 
Er)'lhrωlinc: H 
Coomiluic: Ulut' 
.rs 
恥 irwl刷 Yelklw
.G 
L;総 ・I'I"Ilney，昼"
¥'cllow AES 
r-:aph1h4:J1_ Grct伺
BN 
亡二=コ . L..'lt.りみん
.ー 、ー‘ ‘ー ・..ー-ー.‘ t
Eごコ ，、イい時九J，-<fo."!'-1'，;:l:"';むりめん
<中性染浴> 染料:15ぢo.w.f. 95土 2"C 120分間
硫酸ナトリウム :20960. w. f. 
液比 1 : 50
図-16 般性染料による未漂白および還元・酸化漂白ち
りめんの染色性に及lます影響 (中性染浴)
2R， Eriosin Fast Green GL， Quinoline Y.ellow 4G， 
Naphthol Gr邑enBNおよび LissamineFast Yelow 
AESなどの染色を用いた場合にその傾向が顕著に認め
られた。
一方，硫酸ナトリウムを用いた中性染浴による染色で
は上記酸性染浴の場合に比し， 一般に染着率が著し く低
下し，未漂白ちりめんと還元一酸化漂白ちりめんとの染
着率の差も大きくなるととが認められ， 特lζEriosin
Fast Green GL， Erythrosine B および Lissamine
Fast Yellow AESなどの酸性染料を用いた場合にはそ
の傾向が顕著lζ認められた。
このように酸性染料による酢酸酸性染浴ではちりめん
の染着機構は繊維のアミノ基と染料のスノレホン基および
カルボキシノレ基とのイオン結合がその主体をなすものと
考えられているので，還元一般化漂白 したちりめんの染
着率の低下を説明することはむずかしいが，漂白処理{乙
( 47 ) 
伴なうたん白質分子中のチロシンの酸化やアミ ノ基との
選択的な反応や，漂白処理lC伴なう繊維の給品化の変化
などに基因するものと怠われる。
また，硫酸ナトリウムを用かた中性染浴におけるちり
めんの染者機構は主として水素結合や vander Waals 
結合力などの弱い物理的な結合力によって染者対行なわ
れるとみなされているので，染料の構造や染色特性IC大
きく左右され，また繊維の微小間隙十入り込んで染着座
l市を占める染料分子の大きさ，立体的な配列七同時に関
連してくるものと恩われる。
一般にちりめんなどの着尺ものの布染めにおいては吊
り染め法が行なわれ，染色H与における布自体にかかる内
部張力は避けられている。しかしちりめんなどの強撚糸
使用織物では染色時の収縮が大きく，また部分的な収納
むらがおき，染浴の対流を乱すために，染色むらを起し
やすい欠点を有している。したがって実際の染色工程に
おいてはその管恕に大きな注意がはらわれている。
ま乙でまず染色特性の異なる Acid Azo Rubine， 
Acid Red PG， Acid Cyanine Green Gなどの3種類
の酸性染料を用い，木枠lζ固定したちりめんの染色性に
ついてみると，図-17のどとく，いずれの染料において
も木枠lζ固定したちりめんは吊り染めに比しすぐれた染
色性を示すととが認められた。
ちりめんは他の絹織物と異なり，ょこ糸Iこ用いた強撚
糸によるシボ立ちが多いために，糸のあそびが多く，収
~~~ 
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図-17染色時の布の固定が染色性lC及lます影響
(酢酸助剤:15ぢo.w. f.) 
被服学
Erythrosineなどの染色特性の巽なる3種類の酸性染料
を用いて染色したちりめん，フラットクレープおよび羽
二重をたて糸とよ乙糸iζ分解し，ピリジン抽出法lとより
染若量を求めると，図-19のごとく，ちりめんの染色に
おいてはいずれの染料を用いた場合でもたて糸およびょ
こ糸の染着量の差異が認められ，常に強撚糸のよζ糸
が，無撚りのたて糸lζ比し染着量が低く，さらにたて糸
自体も他の織物に比し著しく低下する傾向が認められ
-82ー
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0:振塑回数 150土2回/1IIIn
⑩:振重量回数 100土2回/刷
~: 振漫回数 55土2回/1I1I
.:振渥なし
染料:Acid Blue 116 
図-18染色時の振湿回数とちりめんの染色性との関係
(Taiyo Incubator M-1型使用)
縮iζ伴なう張力が糸自体にかかる割合が少なく，したが
ってその原因による染色性の低下は比較的少なく，それ
よりもむしろ，木枠に固定した方が，収縮むらに伴なう
染色液の対流の乱れが少なくなるので，染色が均ーに進
み，染着が増大するものと恩われる。
なお，本研究においては TaiyoIncubator M-l型
を用いて染色を行なった。染色時における振重量回数は染
めむらおよび染着量に大きな影響をおよぽす。そζでま
ず染色時の振澄回数とちりめんの染色牲との関速につい
てみると，図-18のどとし振塗回数を増すほど高い染
者率を示し， 短時間で一定の染着率を示すが，操作上の
問題もあるので本実験においては以下100士2回/分の条
件により90~120分間染色を行った。
6-4 ちりめんのたて糸およびよこ糸の染着量について
まず AcidAzo Rubine， Acid Red PG および
fこ。
このような現象は特に AcidRed PGなどのジスア
ゾ系染料においてその傾向が顕著に認められた。
また，フラ ットクレープでは AcidAzo Rubineお
よび AcidRed PGなどのいわゆるアゾ系染料におい
てはたて糸およびよζ糸の染着置の差異が認められた
が，ちりめんと異なりたて糸の染色性の低下は認められ
ない。
また羽二重についてみると，ちりめん，フラットクレ
ープなどの強撚糸使用織物と異なり，たて糸およびよ乙
糸の染色性の差異はほとんど認められない。
ちりめんのよ乙糸には八丁式撚式による湿式強撚糸が
染者 1t(吋19)
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鴎-19酸性染料によって染色した絹織物のたて糸およ
びよζ糸の染着量
( 48 ) 
皆)1・石川1:絹の後色 -83ー
用いられ，フラットクレープのよ乙糸1(，はイタリ 一式様
式による乾式強滋糸が用いられ，織物間の染色性の差異
に関与するものと恩われる。
ちりめんのシポ立ちはよ乙糸に用いる強撚糸の燃り回
数，ならびに撚り戻率』ζ大きく影響される。一般にちり
めんのシボ立ちは細かくしかも均一に発現したものが好
まれるので，一越ちりめんなどにおいては比較的撚り回
数が強く，しかも撚り戻率の大きい糸が使用されてい
る。
そζで染色特性の異なる AcidAzo Rubine， Acid 
Red PG， Acid Cyanine Green Gなどの3種類の酸
性染料を用い，ちりめんのよ乙糸iζ使用される撚り回数
ならびに撚り戻率の異なる 6種の強撚練糸の染色性につ
いてみると， 図-20"'-22のごとくになる。 AcidAzo 
Rubineなどのモノ アゾ系染料では一般に染者量が低い
ために燃り回数ならびに撚り戻率と染色性との関係、は明
確でないが，無燃り練糸iζ比較すると燃り糸ではいずれ
も染者量が低下する傾向が認められた。
Acid Red PG などのジスアゾ系の染料を用いた場合
には無燃り練糸1(.比し，燃糸ではいずれも染色性が大き
く低下するが，撚り回数と染色性とのHsI(.はほとんど関
連が認められず，むしろ撚り戻率の増加に伴なって染色
性が低下する傾向が認められた。特1(.40%以上の撚り戻
Z与を有する糸においてはその染色性が著しく低下する傾
向を示す。
Acid Cyanine Green G などのアント ラキノ ン系染
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図-20撚り糸の撚り回数および撚りもどし率を染着品
との関係
( 49.) 
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図-21 燃糸の撚り回数および撚りもどし率と染者:Q:と
の関係
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図-22 燃り糸の撚り回数および然りもどし率と染者量
との関係
料を用いた場合には染者盆が一般に低く ，上記ジスアゾ
系染料の場合ほど明確でなく，撚糸ではいずれも染色性
が低下するが，撚り回数と染色性との問にはほとんど関
係が認められず，むしろ撚り戻率の増加に伴なって染色
性が低下する ζとが認められた。
乙のようIC立体構造を示す AcidCyanine Green G 
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などのミーリング染料を用いた染色においては Acid
Red. PG・などのジスアゾ系のミーリング染料の窃合と
全く類似の傾向を示す乙とが認められた。
一方，木枠Ir.固定した6種類の強燃糸の染色性につい
てみると，染料開には染者畳の差異が大きく認められる
が，木枠iζ国定した糸の染色においては無固定の糸iζ対
し，一般に染色性が低下する傾向が認められ，特lζ4096
以上の撚り戻率を有ずる糸においてはその傾向が顕著に
認められた。
また，Acid Orange 7， Acid Blue 116などの渋色
特性の異なる2種類の酸性染料を用い，酸性染浴および
中性染浴の規定条件下で染色したちりめんのたて糸およ
びよ乙糸の染~量を25%ピリヅン水浴液でそれぞれ抽出
して比色定量すると，関-23，24のどとく，いずれも30
分間前後で完全抽出される ζとが認められるので，以下
の実験においてはピリジン水裕被による染料の他出時聞
は60分間と一定にした。
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ちりめん布のたて糸およびよと糸の染者量
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6-5 染料;漫度について
染色特性の異なる AcidOrange 7， Acid Blue 116 
などの2穆類の酸性染料を用い，染色時の染料濃度がち
りめんの染者置におよぽす影響についてみると，図-25
のどとし AcidOrange 7などの均染性染料では染浴
中の捻料浪度を増してもそれに伴なう染若量の増加は比
較的少ないが， Acid Blue 116などのミーリング染料
では染浴中の染料浪度の繍加に伴なって染者Eが著しく
増大し，酸性染浴による染色の場合Ir.は2%owf以下の
認さ料im皮において比例関係、を示すととが認められたが，
中性染浴による染色の場合lr.は酸性染浴の場合Ir.比し染
;召髭も低く， 1 % owf以下の染料濃度において比例関係、
を示すことが認められた。したがって本研究において試
料に対して1%の染料を使用した。
6-6 染色温度について
染色特性の異なる AcidOrange 7， Acid Blue 116 
などの2種類の酸性染料を用い，酸性染浴および中性染
図-24
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0:酸性染浴 たて糸
. :西主役染浴 よと糸
。 :中f蛾浴たて糸
・ :中性決浴よ乙糸
(Acid Orange 7) 
ちりめん布のたて糸およびよζ糸の染務E図-23
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図-25 ちりめんの染色目与における染料濃度の影響
(染料濃度一一染者盆曲線)
浴における染色甑皮とちりめんの恐着率との関係につい
てみると，図ー26のごとく， Acid Orange 7などの均
染性染料を用いた場合には俄t't祭浴および中性染浴でい
ずれも徐色温度の上昇1<:伴なって祭着率が低下するが，
Acid Blue 116 などのミーリング染料を用いた場合に
は緑色温度の上昇IC伴なって録者率が増加し，ω--70'(;
で染者が最高になりほぼ一定IC逮する ζとが認められ
た。
乙のようにちりめんの染色におけるja度効果は漁料の
特性によって著しく異なるととが認められ，俊位決浴お
よび中性染浴では類似の傾向を示すととが認められた。
6-7 助剤効果について
Acid Orange 7， Acid Blue 116などの2;f虫類の染
料を用い，硫酸，ぎ酸，目下酸などの3種類の酸類を添加
した酸性染浴におけるちりめんの染者率についてみる
と，図-27のどとし酸郊の添加によってちりめんの染
着はいずれも増大し，また磁の添加量を増すとさらにそ
の効呆が促進され，特t乙硫酸を添加した際にその傾向が
顕著lζ認められた。
染料の縞itilζより酸効来lζはかなりの差異が認められ
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図-26 ちりめんの染色時の混度の影響
(染色泌度一一染者率的線)
るが，一般に硫敵(解雌恒数 :1. 75XIO・2)の険効果が
最も大きく，ぎ駿(解椛恒数 :1.77 XlQ-4)，酢酸(断、
総li数:1. 75 X 10-5)の順に酸効果が低下するが，分子
盤を2写践すればぎ酸および酢駿ではほぼ類似の酸効果を
示す乙とが認められた。したがって酸効果は添加する酸
の解緩包放や分子鑑などに影響されるものと恩われる。
また染色後の残波 pHについてみると，図-28のどと
し硫酸およびぎ酸を添加した染浴においては染色後の
pHがねフィプロインたん白質の等電点以下になるが，
lfl'酸では添加盆を 2% owf以上に増さないと~m点以下
にならなし、。
とのように敵類の添加によるちりめんの染色において
はいずれも決着誌に対する促進効果が認められ，特1<:鱗!
簸恒数の大きい硫酸を添加した酸性染浴におけるちりめ
んの染色では染浴の pHがフィプロインの等m点以下に
なるために強国なイオン結合による染粁がお乙り，一般
に高い後者率を示し，祭料の脱落も著しく低下するζと
が認められた。
つぎに AcidOrange 7， Acid Blue 116などの2穏
矧の染料を用い，硫餓ナトリウム，盗化ナトリウム，M: 
( 51 ) 
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図-27 ちりめんの染色時IC添加される酸類の影響
(助剤濃度一一染者率曲線)
駿アンモニウムなどの3種類の塩類をそれぞれ添加した
中性祭浴におけるちりめんの染着率についてみると，図
-29のどとし塩類の添~量を増すと， ちりめんの染着
は急激に増大するが，塩類間の差異は比較的少ない乙と
が認められた。
また決色後の残波の pHについてみると，図-30のご
とく，染色後の pHは塩類の添加:[i]:が増すにつれて多少
低下するが，pH 7"'-'8の範囲にあってフィプロインの
等電点以上になるためICいずれも染料の脱落が多く，塩
類およびその添加量の差異はほとんど認められなかっ
fこ。
乙のように硫酸ナトリウム，塩化ナトリウム，酢酸ア
ンモニウムなどの塩類の添加によって繊維上の静電気ポ
テンシャJレがおさえられるために，染料アニオンの接近
が容易となり染者が促進され，また塩類添加によって染
浴中での染料の溶解度が低下して，コロイド性を増し，
繊維相への移行が容易になるために表面染者が多くなり
"1 
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・ー ・:Acid Blue 116 B: HCOOH 
C : CH3COOH 
図-28 ちりめんの染色時IC添加される酸類の影響
(助剤濃度一一残液 pH曲線)
やすく，したがって脱者率を増すものと恩われる。
以上のように酸性染料によるちりめんの染色において
は絹繊維ならびに織物構造特性を十分に考慮した基礎的
な染色条件の検討治1今後さらに必要とされるものと思わ
れる。
1.総 指
ちりめんの精錬においてはたて糸とよ乙糸の精線条件
が著しく異なり，現行法のセ γケン ・ソー ダ精練法では
常に過精練になり，繊維表面にフ ィブリルの毛羽立ちが
部分的に発生する場合が多くなるので，本報においては
まずプロテアーゼによるちりめんの精錬を試みた。
(1) アルカリプロテアーゼによるちりめんの精錬におい
ては酵素の特性とアルカリ液中でのセリシンの溶解性と
を同時に利用しうるので，きわめて効果的にセリシンが
除去され，また pH10以下の精練液で処理しうるので絹
繊維のアJレカり による損傷が著しく防止され，たて糸が
過精錬になる欠点がなくなり，常i乙均一に精練され，し
かもー浴式で精線操作も簡略化される特徴を有するとと
が認められた。
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図-29 ちりめんのぬ色時に添加される中性塩の影響
(助剤濃度一一染答率曲線)
染色特性の異なる各種の酸性染料を用い，ちりめんの
染色における録料浪度，染色時間，染色温度，染色助剤
などが染色性ICおよぼす影響について検討を試みた。
(2) ちりめんの染色においては他の綿織物に比し， 著し
く染色性が低く，織物状態における糸の自由度が染色性
を大きく左右する傾向が認められた。またちりめんのよ
ζ糸の染者はたて糸lζ比し，かなり低くなる傾向が認め
られた。
(3) ちりめんの染色においてはモノアゾ系の酸性染料で
は染者率が低く，アントラキノン系， トリアリ Jレメタン
系のミーリング染料では比較的高い染者率を示し，ヰ寺IC
ジスアゾ系のミーリング染料では高い染着率を示す傾向
( 53 ) 
10 困 却
曲 剤昌哩 (~o.w.f. )
一 ー:Acid Orange 7 A: Na2S0‘ 
u ・ :Acid Blue 116 B : NH4Ac 
C : r、~aCl
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図-30 ちりめんの染色時に添加される中性塩の影響
(助斉IJ濃度一一残液pH曲線)
が認められた。
(~ ) 酢酸を用いた酸性染浴によるちりめんの染色におい
ては染浴中の酢酸の濃度を憎すと，染着率も糟大し，特
IC 2 96以上では急激に増大するが，たて糸，よ乙糸の染
者量lま酢.酸の濃度とともにその差が増大する。
(5) 硫重量ナトリウムを用いた中性染浴によるちりめんの
染色においては染浴中の硫酸ナトリウムの濃度が増す
と，たて糸，よ乙糸の染者:Iilが増し，その差は少なくな
る傾向が認められた。
終りに本稿をど校関下さった本学奥山王手彦教綬lζ厚く
御礼申し上げる。
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Summary 
Crape is raw silk fabric of re思llarplain weave using 3()(ゆ4α)()T1m hard twist yarn having a maximal 
amount of twist shrinkage in the threads. The warp used in the crape is non-twisted raw silk and 
the elasticity of the raw silk is taken advantage of in the weft. After craping and degumming process， 
the sericin is removed and the twist setting of the weft is undone， imparting a characteristic craping 
and elasticity to the fabrIC. 
In the degumming of crape， the degumming conditions of the w訂 pand weft are very different， 
and in the traditional method of usingωap and soda， a condition of over-degummingωmetimes results， 
causing the surface of the fibers to become nappy with fibrils， and 50， in the present study a proc鈴 S
of degumming by using protease was tried. 
1) In the degumming of crape by alkaline prot朗氏， the enzymatic property of protease together with 
the 501ubi1ity of sericin in an alkaline solution may be taken advantage of， and the sericin may be re-
moved very efectively. Since it is possible to treat in a solution with a pH of less than 10， darnage to 
the fibe尽 bya strongly alkaline 501ution may be prevented， and it also obviates the disadvantage of 
over-d~rnming the warp， thereby effecting a uniform degumming. Furthermore， since it is a one 
bath process the degumming is v釘ymuch simplified. 
A study was also made on the inf1uence of dye concentration， dyeing time， dyeing tempξrature， and 
dyeing auxiliaries on the dyeing of crape by various acid dyes having different dyeing properties. 
2) The dyeing property of crape when compared to that of other silk fabrics was remarkably 
low， indicating that the degree of freedom of the thread in the fabric gr白t1y influenced the dyeing 
property. It was also found that the dyeing property of the weft was considerably lower than也atof 
the warp. 
3) In the dyeing of crape， the percentage of exhaustion was low when mono-azo acid dyes were used， 
and it was high when anthraquinone or trial1yl methane dyes were used. It was al50 found that the 
percentage of exhaustion was high， particularly when diazo dyes were used. 
4) In the dyeing of crape by the acid dye method using acetic acid， the percentage of exhaustion 
incr飽 sedwith the incr飽 sein concentration of acetic acid in the dye bath， and especial1y when the 
conc田町ationwas over 2~彰， it incr伺 sedrapidly， however， the difference in the amount of exhaωtion 
between the warp and the weft widened as the concen甘百tionof acetic acid incrωsed. 
5) In the dyeing of crape by the neutral dye method using sodium sulfate， the amount of exhaustion 
of the warp and weft increased， and the difference in the amClunt of exhaustion between the warp and 
weft diminished as the concentration of the sodium sulfate in the dye bath increased. 
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